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博物館改修に係る動向について 

 

１ （Ｒ７.１２.２２）令和６年度決算審査特別委員会の指摘事項 

鳥取県立博物館の耐震改修について 

鳥取県立博物館については、能登半島地震を踏まえ、早急な耐震改修が必要であるとし、これまで県有施設・資

産有効活用戦略会議や博物館協議会等において、議論が重ねられてきましたが、長期に及ぶ休館や改修費用が

高額になることを理由に改修の検討に時間を要している状況であります。  

耐震改修にあたっては、文化庁との協議を継続するとともに、建物の老朽化対策や設備更新などと一体的に施工で

きるよう検討を進める必要があります。  

また、史跡上の工事となるものの民間活力の導入可能性について再検討し、特に参入意欲を有する事業者への

丁寧な聞き取りを行い、意向や提案内容を的確に把握した上で、工期やコスト縮減に向けた手法を幅広く検討すべ

きであります。  

さらに、他県における改修の民間活用の事例等を広く調査し、効果的かつ実効性の高い手法を検討することも重

要であります。  

日々、多くの県民が利用し、貴重な収蔵品が保管されている施設にも関わらず、耐震性能が不足し、設備が老朽

化した状態が継続していることは大変深刻な問題であり、改修に多額の費用を要するとはいえ、県民の理解が得ら

れるよう、工期やコスト縮減に向けたあらゆる手法について、スピード感をもって検討を進めるべきであります。 

 

２ （Ｒ８.４.１１）日本海新聞 
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３ （Ｒ８.４.１５）日本海新聞 
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４ （Ｒ８.５.２８）令和８年度第１回県有施設・資産有効活用戦略会議 
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５ （Ｒ８.６.２４）令和８年６月定例県議会 野坂議員（一般質問）概要 

発言者 発 言 概 要 

議 員 博物館改修について、このたびの知事の決断の背景には、文化庁など関係者との調整が進んだので

はないかと思うが、現在の進捗状況を教育長に確認したい。 

教育長 昨年の決算審査特別委員会の指摘を受け、現在、知事部局で民間活力導入についての事業者ヒアリ

ングが行われている。この秋ぐらいにはその方向性が定まるというふうに伺っている。教育委員会と

してはその方向性を受けて、速やかに改修に向けた次の段階に入っていきたいと考えている。 

文化庁との協議については、史跡の現状変更については、想定している工事が遺跡に影響を与える

ことがないということ、新たな遺構が出てくるという可能性も低いということから、その方向性につ

いては了解をえたところである。次の段階は、基本設計がまとまる前に、再度協議を行うようにとい

う指示をいただいているところである。 

博物館協議会では、仁風閣と同時に工事に入って閉鎖するというのはどうかというご意見もあっ

たので、鳥取市が進めて行かれる久松公園のビジターセンター整備計画を含めて鳥取市と十分協議

を進めたいと思っている。鳥取市からは、博物館の改修工事自体については、概ね理解を経ていると

ころである。 

議 員 来年度以降、設計や整備に着手しても、令和10年度までの仁風閣の改修事業と工期が重なること

はないと思う。人命がかかっている博物館の耐震改修と、地域観光のどちらが重要かは議論の余地は

ないと思う。 

知事のマニフェストに改修検討が掲げられてから 3 年、能登半島地震を受けて耐震改修の先行実

施、の方針が示されてから 2 年が経過した間に何が起きたかというと、建築資材価格が膨大に上が

り、労務単価を大きく上昇している。最大のコストは時間だと言いたい。閉館期間や収蔵品移転先な

どの課題があることは承知しておりますが、現在想定してるスケジュールと、建設費再試算の時期に

ついて教育長の所見を伺う。 

教育長 今後のスケジュール感、建設費の再試算等については、基本設計、文化庁協議、実施設計の段階を

踏まえて具体的なものが見えてくるものと思っている。 

博物館の収蔵品は約19万点あり、これの移転についても時間がかかるので、それらも含めながら

基本設計で見えてくる予算や計画をもって文化庁協議に当たる中で、今後のスケジュール感という

のは見えてくるものと思っている。議員の指摘は非常によくわかる部分があるので、なるべく可及的

速やかに、県民負担が少しでも少なくなるような視点を持って、今後の取り組み調整を進めて参りた

い。 

議 員 現段階で事業費もスケジュールも具体的にわからない。スピード感を持って博物館改修に向かう

べきだと申し上げておく。 

知事としても、教育委員会が改修や収蔵品の移転に係る事業費やスケジュールなどが示されなけ

れば、その後の事業実施に向けた予算を我々議会に提案することはできないと思うが、今の状況につ

いて知事はどのように考えているか。 

知 事 今、教育委員会の方で鋭意検討されておりまして、私どもは執行部として、その予算調整権として

関与するものである。課題の解決策を見いだしていければというふうに考えている。 

今後の方針が示せるかどうかというのがまずは当面の焦点じゃないかと思う。 

耐震化というと緊急の事業ではあるが、建物自体いろいろ課題があり、あそこは文化財で建て直す

ってことができない。そういう中で、効率的に事業をやれるのか、きちんとした方向が見いだしきれ

てないっていうのが正直なところなのかなと思っている。ただ今後どういうふうにステップを踏ん

で県民合意を図っていく上での必要なプロセスというのも、単なる事業費だけの問題ではない。 

議 員 耐震改修と設備改修は一体的な発注をやる方が工期短縮で有効だということは繰り返し述べてき

ておりますのでしっかりと検討していただきたい。しっかりと検討を加速させていただきたい。 


